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䛿䛨䜑䛻䠄㻝㻛㻞䠅
2

東通原子力発電所

女川原子力発電所

� 当社䛿，創業以来ཷけ⥅䛜䜜䛶い䜛

䛂東䛾繁栄䛺く䛧䛶当社䛾発展䛺䛧䛃

䛸いう基本的䛺考え方䛾ୗ，地域䛸共䛻歩䜣䛷䜎い

䜚䜎䛧た。

� 䛣う䛧た中，当社䛿䛂広範ᅖ䛻わた䜛供給エ䝸ア䛃，

䛂厳䛧い自然条件䛃䛸いう地勢的環境䛻あ䜛た䜑，

自然災害䛸䛾戦い䛜創業以来䛾歴史䛷䜒あ䜚，そ

䛾災害対応䛜䛂当社危機管理䛾䠍目䠍番地䛃䛷䛩。

� 䛣う䛧た長い歴史䛷積䜏重䛽た経験䛻加え，未曾

᭷䛾被害䜢䜒た䜙䛧た東日本大震災䛷䛾経験，䛸䜚

わけ震源䛻最䜒近い女川原子力発電所䜢安全䛻

冷温停止䛻導いた経験や福島第୍原子力発電所

䛾事故䛾教訓䜢踏䜎え，自然災害や原子力災害䛻

対䛩䜛備え䜢，常䛻，䜘䜚磐石䛺䜒䛾䛸䛩䜛䜘う努䜑

䛶お䜚䜎䛩。

震災直後䛾女ᕝ⏫ 折損䛧た㏦電鉄塔䠄福島県䠅
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䛿䛨䜑䛻䠄㻞㻛㻞䠅
3

� 当社䛿，度重䛺䜛自然災害䛾経験䜢経䜛䛤䛸䛻，対応体制䜢強䛧，䜎た䛣䜜䛻即䛧た訓練䜢積䜏重䛽，

災害へ䛾対応能力䛾実践的䛺向ୖ䜢ᅗ䛳䛶䜎い䜚䜎䛧た。

� 䛣う䛧た基盤䛻基䛵䛝，原子力発電所䛾安全性向ୖ䜢前提䛸䛧䛺䛜䜙，万୍䛾事態䛻対䛧，たゆ䜎䛼備え

䜢行い，地域䛻䇾寄䜚添う䇿ྲྀ䜚組䜏䜢⥅⥆䛧䛶䜎い䜚䜎䛩。

Ｈ15           H16          H17          H18          H19          H20          H21          H22          H23          H24         H25          H26 H27         H28 
(2003) (2004)       (2005)      (2006)      (2007)      (2008)      (2009)      (2010)      (2011)       (2012)      (2013)      (2014) (2015)      (2016)

防
災
対
策
呃
ベ
呂
の
向
上

▲H15三陸南地震
▲H15宮城県北部連続地震

▲H16新潟県中越地震
▲H17宮城県沖地震

▲H17新潟下越雪害

▲H19新潟県中越沖地震

▲H20岩手・宮城内陸地震
▲H23東日本大震災

訓
練

○本店対策本部の常設

○社員一斉呼出シス䝔䝮の導入

○自ᚊ分散型復旧体制の構築

○配電ナビゲーションシス䝔䝮の導入

○自治体等との協定締結の開始

○対策本部内情報の一元管理

○災害復旧支援シス䝔䝮の導入

○地震被害推定シス䝔䝮の開発

○陸上自衛隊との協定

○対策本部の分任体制構築

○日建連東支部との協定

○ᚋ方支援体制の構築

○大型䝦䝸䠄自社機䠅
の導入䠄H5䠅
○簡易型衛星通信
シス䝔䝮の導入䠄H6䠅

○䝥䝷ン䝖䝯ーカーとの協定
東日本大震災

災 害 と 対 応 体 制 の 強  の 歴 史

複合災害想定訓練
䠄訓練年2回䠅

複合災害想定訓練
䠄シビアアクシ䝕ン䝖想定䠅

宮城県沖地震想定訓練
䠄今ᚋ30年以内に99%の確率䠅
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第䠍章 女川原子力発電所に䛚ける事故収束活動䝥䝷ン
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� 万䛜一に備え，発電所構内に初動対応要員䛜䠎４時間常駐。初動対応要員以外の要員についても，発電所

構外䛛ら順次参集します。

5

㸱㸯人
本部要員 ６人
運転員 㸯㸷人
初期消火要員 ６人

㸲㸶人※

本部要員 ６人
運転員 㸯㸷人
重大事故等対応要員 㸰㸱人
࣭消火活動
࣭電源確保，水源確保࡞

常
駐
要
員

䠄2号機再稼働時䠅

•外部䛛䜙䛾支援䛺䛧䛷初動対応
䛜䛷䛝䜛䜘う䛺要員䜢確保。

•万䛜一䛾際䛾電源確保䠈水源
確保䠈除熱確保䠈燃料補給䛺䛹
䜢行う。

発電所構外䛛䜙䛾参集
プラントメ䞊カ等䛻䜘䜛支援

電源確保訓練

震 災 前 震 災 後

事故収束活動䛾要員

䠄検討中䠅

１．事故収束活動䛾体制䠄㻝/㻠䠅

※ 新規制基準審査対応状況䛻䜘䛳䛶変更䛸䛺䜛ྍ能性あ䜚。
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� 複合災害䠄原子力災害䛸大規模停電䠅䛾発生時䛿，経営トップ䛜直接指揮を行え䜛䜘う，

本店非常災害対策本部を分任化しました。

震 災 後 䠄 現 行 䠅震 災 前

非常災害対策本部

非常災害対策本部原子力災害緊急時対策本部

●社長
䞉副社長䠄火力原子力本部長䠅
䞉副社長䠄火力原子力本部長代理䠅
䞉副社長䠄火力原子力本部長代理䠅
䞉副社長
䞉常務䠄火力原子力本部副本部長䠅
䞉常務䠄火力原子力本部副本部長䠅
䞉常務䠄電力ﾈ䡫ﾄﾜ䡬ｸ本部副本部長䠅
䞉常務
䞉常務
䞉関係各室部
䞉全支店
䞉東京支社

●社長
䞉副社長䠄火力原子力本部長䠅
䞉副社長䠄火力原子力本部長代理䠅
䞉副社長䠄火力原子力本部長代理䠅
䞉副社長
䞉常務䠄火力原子力本部副本部長䠅
䞉常務䠄火力原子力本部副本部長䠅
䞉常務䠄火力原子力本部副本部長䠅
䞉常務䠄電力ﾈ䡫ﾄﾜ䡬ｸ本部長䠅
䞉常務䠄電力ﾈ䡫ﾄﾜ䡬ｸ本部副本部長䠅
䞉常務䠄電力ﾈ䡫ﾄﾜ䡬ｸ本部副本部長䠅
䞉常務䠄䛚客さま本部長䠅
䞉常務
䞉常務
䞉関係各室部
䞉全支店
䞉東京支社

●常務䠄電力ﾈ䡫ﾄﾜ䡬ｸ本部長䠅
䞉常務䠄火力原子力本部副本部長䠅
䞉常務䠄䛚客さま本部長䠅
䞉常務䠄電力ﾈ䡫ﾄﾜ䡬ｸ本部副本部長䠅
䞉関係各室部
䞉全支店
䞉東京支社

総合対策本部

本店非常災害対策本部䛾体制

• 原子力災害䞉䞉䞉 社長
• 大規模停電䞉䞉䞉 常務

社長䛜
䛂原子力災害䠇大規模停電䛃
を一元的䛻指揮

原子力災害䛸大規模停電を分任し䛶指揮

１．事故収束活動䛾体制䠄㻞/㻠䠅
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１．事故収束活動䛾体制䠄㻟/㻠䠅
7

国䞉自治体

統合防災ネットワ䞊ク

防 災 組 織防 災 組 織

プラント
メ䞊カ䞊 派遣

災害対策
支援拠点

プラント
メ䞊カ䞊

他原子力
事業者

原子力緊急
事態支援組織

� 原子力災害䛜発生した場合，社長䛿，本店原子力災害緊急時対策本部䠄原子力施設事態即応センタ䞊䠅を

設置し，社外関係各所䛸連携を取䜚䛺䛜䜙全社体制䛷䛾対応を行います。

女川原子力発電所対策本部 本店原子力災害緊急時対策本部
䠄原子力施設事態即応センタ䞊䠅

支援
支援
要請

支援
要請

支援
要請

派遣

支援 支援

支援

䠄事業者間
協力協定䠅
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１．事故収束活動䛾体制䠄㻠/㻠䠅
8

� 関係各所䛸各種協力協定を締結し，原子力災害やそ䛾他災害時䛻機動的䛺連携対応を図䜜䜛䜘う䛺

備えを行っ䛶䛚䜚ます。

災害時の宿泊施設利用㸦ホテࣝ㸧

災害時の物資調達㸦商社࡞㸧

災害時の物資輸㏦㸦運㏦会社㸧

原子力災害時の事業者間協力㸦他電力㸧

そ
の
他
災
害

災害時の宿泊施設利用㸦ホテࣝ㸧

災害時の物資調達㸦商社࡞㸧

災害時の物資輸㏦㸦運㏦会社㸧

原
子
力
災
害

災害時の配電復旧支援㸦他電力㸧

災害時の応急復旧㸦ゼネコン㸧

陸上自衛隊の連携㸦陸上自衛隊㸧

原子力災害時の事業者間協力㸦他電力㸧

࠙強化ࠚ

原子力災害時の技術支援㸦プࣛントメ࣮カ࣮㸧

原子力災害時の発電所構外復旧㸦ゼネコン㸧

震 災 後震 災 前

関係各所と䛾協力協定締結状況

災害時の配電復旧支援㸦他電力㸧
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㻞．故収束活動に使用䛩䜛資機材䠄㻝/㻞䠅
9

� 東日本大震災を経験䛧た太平洋側サイトと䛧て，地震䞉津波対策を強化䛩䜛とともに，万一䛾故䛾
進展に応䛨た対策について，重䞉三重に厚䜏を加えて䜎い䜚䜎䛩。

①耐震強化

補強工䛾例

⑤ガ䝇タ䞊ビン
発電機䛾配備

䠄写真䛿イメ䞊䝆䠅

⑨原子炉格納容器
圧力逃が䛧装置

䠄写真䛿イメ䞊䝆䠅

⑦高圧代替注水
設備䛾設置

䠄図䛿イメ䞊䝆䠅

施
設
を
守
る

放
射
性
物
質
を

閉
厺
込
め
る

燃
料
破
損
を
防
止
去
る

②防潮堤かさ上げ

防潮堤の工事状況

電
源
の
確
保

冷
却
機
能
の
確
保

䐡火災対策

自動消火設備

䐢溢水対策

貫通部䝅ー䝹施工例

⑥電源車䛾
追加配備

⑧大容量送水
ポンプ車䛾配備

［そ䛾他䛾対策］
●蓄電池容量増強
●可搬型直流電源䛾配備

ほか

［そ䛾他䛾対策］
●淡水貯水槽䛾設置
●可搬式熱交換器䛾配備

ほか

䠄写真䛿イメー䝆䠅

⑩水素再結合装置

［そ䛾他䛾対策］
●代替格納容器䝇プ䝺イ
䛾設置

●放水砲䛾配備

ほか

事
故
対
応
の
基
盤
整
備

テ
ロ
対
策

閉
込
機
能
の
確
保

地
震
・津
波
対
策

活動拠点や監視
設備等䛾強化

新たな重要棟䛾設置
䠄図䛿イ䝯ージ䠅

䝰ニタリングカー䛾追加配備

自
然
災
害
以
外

［その他の対策］
●国䞉自治体との防災ネットワ䞊
ク整備
●重大事故用計器の設置

ほか

万

一
の
事
故
の
進
展
に
応
じ
た
対
策
を
用
意

［深
層
防
護
］

各進展段階とも，重䞉三重䛾対策を用意 ［対策䛾厚み］

特定重大故等
対処施設

特定重大故対処施設
䠄図䛿䜲メ䞊ジ䠅

部材
追加

格納容器
から

大気放出

フ䜱ルタ設備

䠄写真䛿䜲メ䞊ジ䠅

注水ポンプ

電気品

貯
水
槽

非常用
発電機

緊急時制御室

䠄別途申請䠅
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㻞．事故収束活動䛻使用䛩䜛資機材䠄㻞㻛㻞䠅

� 発電所外䛻保管䛧䛶い䜛資機材䜒あ䜙䛛䛨䜑䝸䝇䝖化䛧，数量䞉保管場所䛺䛹䜢管理䛧䛶䛚䜚䜎䛩。

10

発電所外䛻準備䛧䛶い䜛資機材䠄例䠅

名称 数量 保管場所 点検頻度

入㏥域管理用機材 㸯式

本店 㸯回㸭年

表面汚染サ࣮ベメ࣮タ 㸯㸶ྎ

Ｎａ㹪シンチ࣮ࣞシࣙンサ࣮ベメ࣮タ 㸯ྎ

電離箱式サ࣮ベメ࣮タ 㸯ྎ

個人線量計 㸲㸮㸳ྎ

保護衣類 㸲，㸮㸳㸮組

フࣝタ࣮付き防護マスク 㸴㸵㸳個

ྍ搬式発電機㸦㸰㸬㸶㹩ＶＡ㸧 㸱ྎ

発電機付き投光機 㸳ྎ

テント 㸲張

除染用具 㸯式

衛星携帯電話 㸯㸮ྎ

安定ࣚウ素剤 㸳，㸮㸮㸮錠

原子力災害対策活動࡛使用する資料 㸯式
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㻟．事故収束活動䛻係䜛要員䛾力量䠄㻝㻛㻞䠅

� 緊急時対応要員䛾役割䛻応䛨た教育䞉訓練䛻䛴い䛶，社外䛾専門家䛺䛹※䛾知見䜢積極的䛻ྲྀ䜚入䜜䛺䛜䜙

充実䞉強化䛧，対応能力向上䜢図䛳䛶䛚䜚䜎䛩。

䠷参考］緊急時対応訓練回数

11

対象 教育䞉訓練内容

䐟指揮者
䠄原子力防災管理者含
䜑䠈対策ᮏ部䛻䛚い䛶
指揮䜢行う要員䠅

•知識ベ䞊䝇䛾教育䠄事故対策䜈䛾習熟䠅
⁃ 社外研修䠈各種事故䝅䝘䝸䜸資料䜢用いた教育䠈䜰䜽䝅䝕ン䝖䝬ネ䝆䝯ン䝖教育 䛺䛹

•実践的䛺訓練䠄対応能力向ୖ䠅
⁃ 総合訓練䠄䝅䝘䝸䜸非提示型䠈実動䛸䛾連携訓練䜢含䜐䠅

䐠運転員 •䝅䝭ュ䝺䞊䝍䛻䜘䜛運転操作訓練䛻䠈津波䛻䜘䜛全交流電源喪失事象䜢想定䛧た訓練
•䝅ビ䜰䜰䜽䝅䝕ン䝖事象䜢想定䛧た訓練
•福島第一事故䛾振䜚返䜚訓練

䐡原子力防災要員 •総合訓練䠈要素訓練䠈机ୖ教育
⁃ 電源機能等喪失時䜢想定䛧た電源確保䠈注水活動䛺䛹䛾教育䞉訓練
⁃ 緊急被ばく་療䠈䝰䝙䝍䝸ン䜾䠈䛜䜜䛝撤去䠈䝻䝪䝑䝖操作訓練 䛺䛹

教育䞉訓練䛾ྲྀ䜚組䜏状況

ᖹ成23ᖺ度 ᖹ成27ᖺ度

約60回 約190回

※社外䛾専門家䛺䛹
࣭国内外の原子力事業者
࣭外部有識者㸦大学，／A３８．࡞㸧
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� 原子力防災訓練䛾高度化や訓練項目䛾充実化䛻䜘䜚，対応能力䛾⥅⥆的䛺向上䜢図䛳䛶䛚䜚䜎䛩。

訓練項目䛾充実化
䠄運転員訓練䛾場合䠅

㻞㻣ᖺ度㻞㻢ᖺ度㻞㻡ᖺ度㻞㻠ᖺ度ᖹ成㻞㻟ᖺ度

原子力防災訓練䛾高度化

▼電源機能喪失䜢
想定䛧た訓練

▼複数ྕ機䛾災害䜢
想定䛧た訓練

▼䝅䝘䝸䜸非提示型䛾訓練

▼訓練䝅䝘䝸䜸䛾多様

▼地震津波䛻䜘䜛電源機能
喪失䜢想定䛧た訓練䛾追加

▼䠞䠰䠟※䛻䜘䜛福島第一
事故振返䜚訓練䜈䛾派遣

▼䠞䠰䠟䛻䜘䜛䝅ビ䜰
䜰䜽䝅䝕ン䝖訓練䜈䛾派遣

▼自社䝅䝭ュ䝺䞊䝍䛻䜘䜛
䝅ビ䜰䜰䜽䝅䝕ン䝖訓練
䛾導入

㻟．事故収束活動䛻係䜛要員䛾力量䠄㻞㻛㻞䠅

※㻮㼀㻯䠖 運転訓練䝉ン䝍䞊

高度化

充実化

教育䞉訓練内容䛾⥅⥆改善

東日本大震災
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㻠．更䛺䜛事故収束活動䛾充実䞉強化䠄㻝㻛㻞䠅
13

分類 ྡ 称 数量 接⥆設備仕様 燃料

電源供給 高ᅽ応急用電源車 䠄㻠㻜㻜k㼂㻭䠅 㻣ྎ 型 番䠖㻳㼂㻠㻜㻜㻴㻹䠏
供給電ᅽ䠖㻢㻢㻜㻜㼂
接⥆イン䝍䞊䝣䜵䞊䝇䠖
•䝁ネ䜽䝍䠄押込䜏式䠅
• 㻢㻚㻢k㼂架橋䝫䝸䜶䝏䝺ン絶縁䜽䝻䝻䝥䝺ン䝅䞊䝇䜿䞊䝤䝹
•䝃イ䝈䠖㻞㻞㼙㼙㻞

軽油

௦替注水䞉
冷却
䠄海水䠅

௦替海水䝫ン䝥䠄㏦水車䠅 㻞ྎ 型 番䠖㻴㻿㻝㻞㻜㻜
定格流量䠖㻝㻤㻜㻜ｍ䠏㻛ｈ 䠄㻟㻜㻜㻜㻜㻸㻛㼙i㼚䠅
定格ᅽ力䠖㻝㻚㻞㻹Pa
接⥆イン䝍䞊䝣䜵イ䝇䠖
•消防用䝩䞊䝇䠄㻟㻜㻜㻭䠅䛜接⥆䛷䛝䜛㻟㻜㻜J䝇䝖䞊䝈結合金具

軽油

資機材䛾䝕䞊タ䝧䞊䝇化䠄イメ䞊䝆䠅

� 各事業者䛜保᭷䛩䜛可搬型䛾電源䞉䝫ン䝥䛺䛹䛾資機材䜢䝕䞊タ䝧䞊䝇化䛧，事業者間䛷共᭷。設備仕

様䛻加え，接⥆インタ䞊フェ䞊䝇䞉使用燃料䛻䛴い䛶䜒管理䛧䛶䛚䜚䜎䛩。
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� 原子力防災訓練䛺䛹䜢通䛨䛶得䜙䜜た課題䜢踏䜎え，⥅⥆的䛺改善䛻ྲྀ䜚組䜣䛷䛚䜚䜎䛩。

改善事項 内容

情報共᭷䝒䞊䝹䛾作成䞉活用 • 時系列䠈䝥䝷ン䝖状況䠈戦略立案䞉対応状況䛺䛹䜢様式。
• 認識䛾統一や迅㏿䛺理解䛻䛴䛺䛜䜚䠈情報共᭷䛻᭷効。

䝩䝑䝖䝷イン䛻䜘䜛情報連携
［担当窓口䛾配置］

• Ⓨ電ᡤ䛾事故束活動䛾妨䛢䛻䛺䜙䛺い䜘う䛻䠈Ⓨ電ᡤ⇔ᮏ店間䛾情報連携
䛿担当窓口䠄䝩䝑䝖䝷イン䠅䜢通䛨䛶実施。Ⓨ電ᡤ䛿事故束䛻専念䛷䛝᭷効。

ᮏ部長䝃䝫䞊䝖体制䛾構築 • 戦略立案䠈情報整理䞉Ⓨ信䠈復旧対応䜢専任䛷対応䛩䜛統括者䜢配置。
• ᮏ部長䜈䛾過度䛺㈇担䛜軽減䛥䜜䠈錯綜䛧た状況ୗ䛻䛚い䛶᭷効。

第୕者機㛵䛾活用
［䠦䠝Ｎ䠯䠥訓練支援活動䜈䛾参⏬］

• 䠦䠝Ｎ䠯䠥訓練支援活動䛻協働䛧䠈他社䛾訓練䛻䛴い䛶計⏬段階䛛䜙支援。
• ᮏ活動䜢通䛨䠈訓練企⏬担当䛸䛧䛶䛾䝇䜻䝹䜢向ୖ。

ᮏ部要員䛾対応能力向ୖ
［教育䞉訓練䛾充実䞉強］

• 訓練䜢通䛨䠈⥅⥆的䛻教育䞉訓練䝯䝙ュ䞊䛾改善。
⁃ 䝅ビ䜰䜰䜽䝅䝕ン䝖事象㐍展䛻㛵䛩䜛勉強会
⁃ Ｅ䠝Ｌ䛻㛵䛩䜛勉強会 䛺䛹

緊急時対応手㡰䛾改善
［実効性䛾向ୖ］

• 訓練䜢通䛨䠈⥅⥆的䛻手㡰䛾改善。
⁃ 電源車出動䛻必要䛺䡭ｸ䡺䡹道路確保䠈䛜䜜䛝撤去ﾙ䡬䢀䛻㛵䛩䜛手㡰䛾追加
⁃ 高ྎ電源䝉ン䝍䞊䛻䛚䛡䜛断路器等䛾状態確認䛩䜛㡯目䜢追加 䛺䛹

他電力良好事例䛻䜘䜛改善 • 他電力訓練䛾視察䜢通䛨䠈良好事例䛸䛧䛶䠈ﾁｬ䡫䢀䡸䡹䡿ﾑ䜢導入䞉試運用䜢開始。

14
㻠．更䛺䜛事故収束活動䛾充実䞉強化䠄㻞㻛㻞䠅

訓練䜢通䛨た⥅⥆改善
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㻡．事故収束活動䛻係䜛事業者間䛾支援協力䠄㻝㻛㻟䠅

� 事業者䛜共ྠ䛷，原子力発電所䛷䛾緊急事態対応䜢支援䛩䜛た䜑䛾組織䜢設立䛧䜎䛧た。

� 事故収束䛻必要䛺ロ䝪ッ䝖や除染設備䜢配備䛧，緊急時䛻䛿資機材䜢発電所へ輸送䛧支援䛩䜛こ䛸䛸

䛧䛶䛚䜚䜎䛩。

300km

500km

800km

●㸸原子力事業所

䛆ᖹ常時䛇

要員参集

䛆緊急時䛇

出動要請

無線重機

•要員䛾訓練䠈育成
•緊急時䛾連絡体制確保
•資機材䛾維持管理䠈保Ᏺ䞉改良

要員䞉資機材䛾搬㏦

䠷障害物䞉瓦礫䛾撤去］

•資機材䠈要員䛾拠点
•現地䛾全体統括
•資機材修理

資機材車

要員䞉
資機材

要員輸送車

小型䠱Ａ䠲 小型ロ䝪ッ䝖

燃料輸送車

䠷屋内外䛾情報収集］

支援組織䠄福井䠅

発災発電所 災害対策支援ᣐ点

事故状況把握

15

緊急時支援組織䛾整備
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� 訓練施設䛻䛚け䜛ロ䝪ッ䝖基本操作䛾訓練䛻加え，事業者䛾防災訓練䛻参加䛧連携䛾ྲྀ䜚方䜢確

認䛧䛶䛚䜚䜎䛩。

ロ䝪ッ䝖基本操作䛾訓練 防災訓練

䛆䛣䜜䜎䛷䛾訓練実績䛇 䠄初期訓ཷ講者䠖ᖹ成㻞㻤ᖺ㻟᭶ᮎ時点䠅

初期訓練ཷ講者 約䠐䠓䠌人䠄電力䠕社䠇原電䠇電Ⓨ䠅

発電所内䛷䛾訓練

資機材搬送訓練

16
㻡．事故収束活動䛻係䜛事業者間䛾支援協力䠄㻞㻛㻟䠅

緊急時支援組織䛾活動状況
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� ᖹ成㻞㻤ᖺ㻝㻞᭶䛾本格運用開始䛻向け䛶，ᣐ点施設䛾建設，資機材䛾ᣑ充，体制䞉機能䛾強化䜢進䜑䛶

䛚䜚䜎䛩。

訓練施設䠄イメ䞊䝆䠅
䝦䝸䝫䞊䝖䠄資機材空輸䠅

ᣐ点施設䛾完成予想図 䠄福井県美浜町䠅

小型䠱Ａ䠲䠄高所䛛䜙䛾情報収集䠅

小型䞉大型無線重機
䠄屋外䛾䛜䜜䛝䛺䛹䛾除去䠅

ロ䝪ッ䝖コン䝖ロ䞊䝹車

資機材ᣑ充䛾例

17
㻡．事故収束活動䛻係䜛事業者間䛾支援協力䠄㻟㻛㻟䠅

緊急時支援組織䛸䛾機能強化
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㻢．䜎䛸䜑䠄事故収束活動䛾更䛺䜛充実䛻向け䛶䠅
18

� 当社䛿䠈創業௨来積䜏㔜䛽䛶䛝た自然災害䜈䛾対応䛾経験䜢活䛛䛧䠈䛛䛴䠈
福島第一原子力Ⓨ電ᡤ事故や東日ᮏ大震災䛾経験䜢踏䜎え䛶䠈万一事故
䛜Ⓨ生䛧た場合䛻備え䠈ソ䝣䝖䠄体制䞉力量䠅やハ䞊䝗䠄資機材䠅䛾両面䛛䜙䠈
原子力Ⓨ電ᡤ䛾Ᏻ全䜢最優先䛸䛧た事故束活動䛾強䞉向ୖ䛻ྲྀ䜚組䜣
䛷䛚䜚䜎䛩。

� 今後䜒䠈新規制基準䛾枠組䜏䛻䛸䛹䜎䜛䛣䛸䛺く䠈最新䛾知見䜢映䛧た自
主的䛺ྲྀ䜚組䜏䜢⥅⥆䛧䠈更䛺䜛Ᏻ全䝺ベ䝹䛾向ୖ䜢ᅗ䛳䛶䜎い䜚䜎䛩。
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第䠎章 女川原子力発電所発災時䛻䛚け䜛
原子力災害対策䝥䝷ン
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㻝．事業者䛛䜙国䞉自治体へ䛾通報連絡

原災法第㻝㻜条発生時警戒事象発生時

� 原子力災害䛜発生䛧た場合，事業者䛿，䛂原子力災害対策特別措置法䛃㻔原災法㻕䛻基䛵䛝，㏿や䛛䛻
国䞉自治体へ通報連絡䜢実施䛧䜎䛩。䜎た，事業者䛛䜙国䞉関係自治体へ䛾通報䛻䛴い䛶䛿，地上回線
䛻加え，衛星通信回線䛺䛹，多様䛺手段䜢確保䛧䛶い䜎䛩。

Ⓨ電ᡤ警戒対策ᮏ部
情報班長

事象Ⓨ見者
䠄Ⓨ電課長等䠅

Ⓨ電ᡤ警戒対策ᮏ部長
䠄原子力防災管理者䠅

ᮏ店連絡責任者

事象Ⓨ見者
䠄Ⓨ電課長等䠅

Ⓨ電ᡤ対策ᮏ部長
䠄原子力防災管理者䠅

ᮏ店連絡責任者

Ⓨ電ᡤ対策ᮏ部
情報班長

䠖 䝣䜯䜽䝅䝭䝸䛻䜘䜛㏦信
䠖 電話等䛻䜘䜛連絡

䠖 原子力災害対策特ู措置法第䠍䠌条第䠍㡯䛻基䛵く連絡先
䠖 電話等䛻䜘䜛䝣䜯䜽䝅䝭䝸着信䛾確認

20

通 報 連 絡 経 路

宮城県環境生活部原子力Ᏻ全対策課䠄宮城県知事䠅
宮城県環境ᨺ射線監視䝉ン䝍䞊
女ᕝ⏫企⏬課䠄女ᕝ⏫長䠅
石巻市総務部危機対策課䠄石巻市長䠅
石巻市各総合支ᡤ地域振興課
Ⓩ米市総務部防災課䠄Ⓩ米市長䠅
東松島市総務部防災課䠄東松島市長䠅
涌谷⏫総務課䠄涌谷⏫長䠅
美㔛⏫防災管㈈課䠄美㔛⏫長䠅
南୕陸⏫危機管理課䠄南୕陸⏫長䠅
石巻警察署
石巻地༊広域行ᨻ事務組合消防ᮏ部
石巻労働基準監督署
宮城海ୖ保Ᏻ部警備救難課
女ᕝ原子力規制事務ᡤ
東経済産業局 総務企⏬部総務課
ෆ㛶府䠄ෆ㛶総理大臣䠅
原子力規制委員会 原子力規制庁
原子力災害対策䞉核物質防護課䠄原子力規制委員会䠅
䜸䝣䝃イ䝖䝉ン䝍䞊䠄事故現地警戒ᮏ部䠅
地方ᨺ射線䝰䝙䝍䝸ン䜾対策官
宮城県䠈女ᕝ⏫䠈石巻市䠈Ⓩ米市䠈東松島市䠈涌谷⏫䠈
美㔛⏫䠈南୕陸⏫ 各警戒ᮏ部
宮城県警察ᮏ部
陸ୖ自衛隊 東方面総監部防衛部
陸ୖ自衛隊 第䠒師団ྖ௧部
ෆ㛶官ᡣ
ෆ㛶府 ᨻ策統括官䠄原子力防災担当䠅付
資源䜶ネ䝹䜼䞊庁 原子力ᨻ策課

宮城県環境生活部原子力Ᏻ全対策課
宮城県環境ᨺ射線監視䝉ン䝍䞊
女ᕝ⏫企⏬課
石巻市総務部危機対策課
石巻市各総合支ᡤ地域振興課
Ⓩ米市総務部防災課
東松島市総務部防災課
涌谷⏫総務課
美㔛⏫防災管㈈課
南୕陸⏫危機管理課
石巻警察署
石巻地༊広域行ᨻ事務組合消防ᮏ部
石巻労働基準監督署
宮城海ୖ保Ᏻ部警備救難課
女ᕝ原子力規制事務ᡤ
東経済産業局 総務企⏬部総務課
原子力規制委員会 原子力規制庁
原子力災害対策䞉核物質防護課䠄原子力規制委員会䠅

䜸䝣䝃イ䝖䝉ン䝍䞊䠄事故現地警戒ᮏ部䠅
宮城県警察ᮏ部
陸ୖ自衛隊 東方面総監部防衛部
陸ୖ自衛隊 第䠒師団ྖ௧部
資源䜶ネ䝹䜼䞊庁 原子力ᨻ策課
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原子力䝥䝷ン䝖䛾
Ᏻ全䝺ベ䝹䛜

పୗ䛩䜛䜘う䛺事態

㻔警戒事態㻕
例䠖震度㻢弱௨ୖ䛾
地震Ⓨ生 䛺䛹

公衆䜢ᨺ射性物質䛛䜙
保護䛩䜛機能䛜喪失
䛥䜜䜛䜘う䛺事態

㻔施設敷地緊急事態䠅
例䠖全交流電源喪失 䛺䛹

ᨺ射性物質䛜䝥䝷ン䝖外䜈
ᨺ出䛥䜜䜛ྍ能性䛜
非常䛻高䜎䜛䜘う䛺事態

䠄全面緊急事態䠅
例䠖炉心損傷䠈冷却機能喪失 䛺䛹

ᨺ射性物質䛜
䝥䝷ン䝖外䜈ᨺ出䛥䜜
立入制限䛜必要䛺䜶䝸䜰䛜
特定䛥䜜䜛事態

PAZ圏内
ك㻡km〜ق

UPZ圏内
ك㻡〜㻟㻜kmق

要支援者䛾避難䠈
屋ෆ㏥避䛾準備開始

要支援者䛾避難開始䠈
屋ෆ㏥避

ఫ民䛾避難準備開始

Ᏻ定䝶䜴素剤服用䛾準備
開始

ఫ民䛾避難開始

Ᏻ定䝶䜴素剤䛾服用

ఫ民䛾屋ෆ㏥避䛾準備
開始

ఫ民䛾屋ෆ㏥避
༊域ෆ䛾ఫ民避難※

※空間ᨺ射線量率䛻左右䛥䜜䜛䛜䠈一般的䛻䛿㻝㐌間程度ෆ䛷一時避難䛩䜛。

原災法10条事象 原災法15条事象

原⼦⼒
プラント状況

㻞．PAZ圏内やUPZ圏内䛻居住さ䜜䛶い䜛住民䛾䜏䛺さ䜎䛾避難䛾概要

�事業者䛛䜙䛾通報連絡䜢ཷけた国䞉自治体䛾指示䛻䜘䜚，ＰＡ䠶圏内䠄発災発電所䛛䜙５ｋｍ圏内䠅や䠱Ｐ䠶圏内

䠄発災発電所䛛䜙５～䠏０ｋｍ圏内䠅䛻居住さ䜜䛶い䜛住民䛾䜏䛺さ䜎䛿，事象䛾進展や放射性物質䛾放出状

況䛻あわせ䛶避難䜢実施䛧䜎䛩。

21

避
難
友
及
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� 原子力災害䛜Ⓨ生した場合，Ⓨ電所周辺䛻居住䛥䜜䛶い䜛住民䛾䜏䛺䛥䜎䛾避難䛻䛴い䛶䛿，地域䛤䛸䛻

設置䛥䜜た地域原子力防災協議会䛷䛾議論を踏䜎え原子力防災会議䛻おい䛶承認䛥䜜たエリア毎䛾䛂緊急

時対応䠄広域避難計⏬䠅䛃䛻基䛵䛝，事業者䛸し䛶最大限䛾支援・協力を行い䜎す。

㻟．住民䛾䜏䛺䛥䜎䛾避難䛻対す䜛事業者䛾役割
22

䠷PAZ，UPZ圏内䛾避難対象者数䠄概数䠅］

UPZ
䠄㻟0km䠅

PAZ䠄㻡km䠅

PAZ UPZ

女川⏫ 600 6,300

石巻市 900 150,500

Ⓩ米市 ― 10,400

東松島市 ― 36,800

涌谷⏫ ― 800

美里⏫ ― 100

༡三陸⏫ ― 2,000

合計 1,500 206,900

༢位：人

ＰＡ䠶・ＵＰ䠶対象エリア
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�現在，自治体䛷䛿，緊急時モニタリング，住民䛾䜏䛺䛥䜎䛾避難経路・手段，避難退域時䛾検査・除染，

避難所䛻おけ䜛必要物資䛺䛹，様々䛺観点を盛䜚込䜏䛺䛜䜙避難計⏬䛾検討を進䜑䛶お䜚䜎す。

�今後䛸䜒，自治体䛸連携・協議をし䛺䛜䜙，避難計⏬䛾充実化䛻向け，事業者䛸し䛶最大限䛾協力を行䛳

䛶䜎い䜚䜎す。

㻠．避難計⏬䛾充実化䛻向けた協力
23

緊急時
モニタ嵒ング 避難 避難退域時

の検査嵣除染
避難先
の運営

自
治
体
に
お
け
る

避
難
計
画
充
実
化
に

向
け
た
検
討
咁例
咂

� 体制
� 要員

� 避難者数
� 避難経路
� 避難手段

� 検査場ᡤ
� 検査䞉除染䛾
方法

� 検査䞉除染䛾
体制

� ᨺ射線防護
資機材

� 避難場ᡤ
� 避難ᡤ開設
要員

� 必要䛺資機
材䞉物資
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㻡．住民䛾䜏䛺さ䜎䛾支援䞉賠償体制䛾整備䠄㻝/㻞䠅
24

事務局

原子力班

住民避難支援班

総務班

䞉
䞉
䞉

 後

䞉ᮏ部会議䛾事務
䞉各班活動状況䛾集約 䛺䛹

䞉Ⓨ電ᡤ䛛䜙䛾情報集
䞉事故影響範ᅖ䛾評価 䛺䛹

䞉住民避難䛾支援

䞉避難退域時検査䛾支援 䛺䛹

䞉土地䛾被害調査
䞉損害賠償䛻係䜛窓口開設 䛺䛹

事務局

原子力班

総務班

䞉
䞉
䞉

従 来

䞉ᮏ部会議䛾事務
䞉各班活動状況䛾集約 䛺䛹

䞉Ⓨ電ᡤ䛛䜙䛾情報集
䞉事故影響範ᅖ䛾評価 䛺䛹

䞉土地䛾被害調査
䞉損害賠償䛻係䜛窓口開設
䞉そ䛾他 他班䛻属䛥䛺い
事㡯䠄ఫ民避難支援等䠅 䛺䛹

� 原子力災害䛜発生した際䛻，住民䛾䜏䛺さ䜎䛾避難䛻係䜛協力䞉支援を迅㏿䛛䛴的確䛻行うた䜑，本店対

策組織内䛻䛂住民避難支援班䛃を設置し，的確䛻対応し䜎す。

� さ䜙䛻，緊急時対応マニュア䝹を整備し，教育䞉訓練を行い，検証䞉改善をᅗ䛳䛶䜎い䜚䜎す。

対策本部対策本部

住民䛾䜏䛺さ䜎䛾避難支援体制䠄被災者支援チ䞊ム䛾強䠅
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㻡．住民䛾䜏䛺さ䜎䛾支援䞉賠償体制䛾整備䠄㻞/㻞䠅
25

住民䛾䜏䛺さ䜎䛾相談窓口䞉損害賠償対応体制

� 原子力災害䛜発生した際䛿，直ち䛻事業所内䛻䛂被害申出窓口䛃を開設し，住民䛾䜏䛺さ䜎䛛䜙䛾様々䛺

䛚問合せ䛻対し䛶誠意を持䛳䛶対応し䜎す。

� 損害賠償へ䛾対応䛻䛴い䛶䜒，十分䛺体制を整備し，国䛾原子力損害賠償制度䛾枠組䜏䛾下䛷，迅㏿䞉

公正䛺賠償䛾䛚支払いを行い䜎す。

⼥川原⼦⼒発電所
被害申出窓口

䞉各種損害賠償䛾ཷ付
䞉䛤請求者䛸䛾協議
䞉損害賠償金䛾䛚支払い

䛺䛹 ⽂部科学省
原⼦⼒損害賠償紛争解決センタ嵤

原⼦⼒損害賠償嵣廃炉等⽀援機構

文部科学省䛾ほ䛛䠈法務省䠈裁ุᡤ䠈
日弁連出身䛾専門家䜙䛻䜘䜚構成

ᨻ府䠑䠌％出資
原子力事業者䛺䛹䠑䠌％出資

૿当グ嵓嵤プ

設置準備

被災さ島た峩峔さ峨
ك個人嵣法人ق

相
談
䞉
仲


東北電⼒ 事業所内

原⼦⼒損害の賠償峕関す峵法律
原⼦⼒損害賠償嵣廃炉等支援機構法峔峓
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名称 •原子力災害時䛻䛚䛡䜛原子力事業者間協力協定

目的
•原子力災害䛾Ⓨ生事業者䛻対䛧䛶䠈協力要員䛾派遣䠈資機材䛾貸与䛺䛹䠈必要䛺協力䜢滑䛻実施
䛩䜛た䜑䛻締結

発効日 •ᖹ成㻝㻞ᖺ㻢᭶㻝㻢日䠄原子力災害対策特ู措置法施行日䠅

締結者
•原子力事業者㻝㻞社
䠄海道電力䠈東電力䠈東京電力䠈中部電力䠈陸電力䠈㛵西電力䠈
中国電力䠈四国電力䠈九ᕞ電力䠈日ᮏ原子力Ⓨ電䠈電源開Ⓨ䠈日ᮏ原燃䠅

協力活動䛾
範ᅖ

•原子力災害時䛾周辺地域䛾環境ᨺ射線䝰䝙䝍䝸ン䜾䛚䜘び周辺地域䛾汚染検査䞉汚染除去䛻㛵䛩䜛
事㡯䛻䛴い䛶䠈協力要員䛾派遣䞉資機材䛾貸与そ䛾他䛾措置䜢実施

役割分担
•災害Ⓨ生事業者䛛䜙䛾要請䛻基䛵䛝䠈あ䜙䛛䛨䜑そ䛾地点䛤䛸䛻定䜑た幹事事業者䛜運営䛩䜛支援
ᮏ部䜢災害Ⓨ生事業ᡤ近傍䛻設置䛧䠈各社䛸協力䛧䛺䛜䜙応援活動䜢展開

主䛺
実施項目

•環境ᨺ射線䝰䝙䝍䝸ン䜾䠈ఫ民䝇䜽䝸䞊䝙ン䜾䠈除染作業等䜈䛾協力要員䛾派遣䠄㻟㻜㻜人䠅
•資機材䛾貸与

全面マスク
Ტ900個Უ

ǿイベȃクスーȄ
Ტ29,000着Უ

個人線量計
Ტ900個Უ

事業者間䛾協力協定

26

� 事業者䛿，万䛜一原子力災害䛜発生した場合䛻備え䛶事業者間協力協定を締結し䛶䛚䜚䜎す。

� こ䜜䛻基䛵䛝，災害束活動䛷不足す䜛放射線防護資機材䛺䛹䛾物的䛺支援を実施す䜛䛸䛸䜒䛻，環境放

射線モニタ䝸ングや周辺地域䛾汚染検査䛺䛹へ䛾人的䞉物的䛺支援を実施し䜎す。

㻢．原子力災害対策䛻係䜛事業者間䛾支援協力䠄㻝/㻟䠅

汚染密度測定用
サーベイメーǿー
Ტ348台Უ
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㻢．原子力災害対策䛻係䜛事業者間䛾支援協力䠄㻞/㻟䠅
27

汚染密度測定⽤
サ嵤ベイメ嵤タ嵤 ﾀｲﾍﾞҳｸｽҴﾂ事業者間䛷䛾放射線防護資機材䛾相互支援

�原子力災害発生時䛾避難䞉一時移転䛻䛚け䜛避難退域時検査䛺䛹䛾

活動䛻䛚い䛶，放射線防護資機材䛺䛹䛜不足す䜛場合䛿，事業者間

䛻䜘䜛支援協定䛻䜘䜚，最大限䛾資機材を提供し䜎す。

�さ䜙䛻不足す䜛場合䛿，当社䛾非発災発電所䛛䜙可能䛺範ᅖ䛷確保

し䜎す。

岧 資 機 材 例 岨

品 名 単位 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 原電 電発 原燃 合計

汚染密度測定用࣮ࢧベイ࣓࣮࣮ࢱ (台) 18 24 102 18 12 66 18 18 36 18 0 18 348

３aIシンࢳレ࣮ション࣮ࢧベイ࣓࣮࣮ࢱ (台) 1 2 3 1 1 3 1 1 2 2 0 1 18

電離箱࣮ࢧベイ࣓࣮࣮ࢱ (台) 1 2 3 1 1 3 1 1 2 2 0 1 18

ンプラ࣮ࢧストࢲ (台) 3 4 17 3 2 11 3 3 6 3 0 3 58

個人線量計㸦࣏ケࢵト線量計㸧 (個) 50 100 150 50 50 150 50 50 100 100 0 50 900

高線量対応防護服 (着) 10 20 30 10 10 30 10 10 20 20 0 10 180

全面࣐スク (個) 50 100 150 50 50 150 50 50 100 100 0 50 900

ࢶクス࣮ࢵイベࢱ (着) 1,500 2,000 8,500 1,500 1,000 5,500 1,500 1,500 3,000 1,500 0 1,500 29,000

手袋࣒ࢦ (双) 3,000 4,000 17,000 3,000 2,000 11,000 3,000 3,000 6,000 3,000 0 3,000 58,000

東
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事業者間䛾支援体制䛾拡充

28

ᖹ成㻝㻞ᖺ

○要員䠖㻠㻠人
○提供資機材䠖
䞉汚染密度測定用䝃䞊ベイ䝯䞊䝍䞊
䞉䝎䝇䝖䝃ン䝥䝷䞊
䞉䝰䝙䝍䝸ン䜾䜹䞊

○要員䠖㻟㻜㻜人
○提供資機材
䞉汚染密度測定用䝃䞊ベイ䝯䞊䝍䞊
䞉䝎䝇䝖䝃ン䝥䝷䞊
䞉䝰䝙䝍䝸ン䜾䜹䞊
䞉個人線量計
䞉高線量対応防護服
䞉全面䝬䝇䜽
䞉䝍イベ䝑䜽䝇䞊䝒
䞉䝂䝮手袋 䛺䛹

䞉住民避難支援明記
䞉要員，提供資機材䛾拡大
䞉原子力災害対策指針映

㻞㻢ᖺ㻥᭶～㻞㻠ᖺ㻥᭶～

○要員䠖㻢㻜人
○提供資機材䠖
䞉汚染密度測定用䝃䞊ベイ䝯䞊䝍䞊
䞉䝎䝇䝖䝃ン䝥䝷䞊
䞉䝰䝙䝍䝸ン䜾䜹䞊
䞉個人線量計
䞉高線量対応防護服
䞉全面䝬䝇䜽
䞉䝍イベ䝑䜽䝇䞊䝒

䞉䝂䝮手袋 䛺䛹

䞉要員䛾増員
䞉提供資機材䛾充実

䠄放射線防護資機材䛾提供䠅

福
島
第

一
原
子
力

発
電
所
事
故

ᖹ成㻝㻞ᖺ㻢月
事業者間協定を締結

� 事業者間協力協定䛾ෆ容䛿，福島第一原子力発電所事故䛾対応実績䛺䛹を踏䜎え，随時充実化し䛶䛚䜚䜎す。

� ᖹ成２６ᖺ䛛䜙，災害発生時䛾広域住民避難へ䛾対応䛸し䛶，協力事項䛻䛂住民避難支援䛃を明記し，住民䛾䜏

䛺さ䜎䛾避難退域時検査䛺䛹䛻対応䛷き䜛䜘う，放射線測定要員䛺䛹䛾派遣や提供資機材を拡充し䛶䛚䜚䜎す。

㻢．原子力災害対策䛻係䜛事業者間䛾支援協力䠄㻟/㻟䠅
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� 宮城県原子力防災訓練䛻䛚い䛶，住民避難訓練，緊急時モニタリング訓練䛺䛹䛻，対応者を派遣し

䛶䛚䜚䜎す。

㻣．支援䞉協力を滑䛻行うため䛾訓練
29

住民䛾避難退域時検査

䛆訓練概要䛇

•実施日䠖ᖹ成䠎䠓ᖺ䠍䠌᭶䠏䠌日䠄金䠅

•参加人数䠄ఫ民含䜐䠅䠖約䠎䠔䠈䠍䠌䠌人

䠄うち䠈東電力䠏䠔䠑人䠅

•参加機㛵䠖䠓䠓機㛵

䛆参加訓練䛚䜘び当社参加人数䛇

•ఫ民避難訓練䠖 䠐人
䠄避難㏥域時検査䠅

•緊急時䝰䝙䝍䝸ン䜾訓練䠖 䠍䠏人

•原子力災害་療活動訓練䠖 䠕人

•県現地災害対策ᮏ部訓練䠖 䠍䠌人 ほ䛛

宮城県原子力防災訓練䛾概要
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㻤．䜎䛸め䠄支援活動䛾更䛺䜛充実䛻向け䛶䠅
30

� 当社䛷䛿䠈原子力災害対策䛻䛴い䛶䛿䠈事業者䛾責務䛸䛧䛶䠈Ⓨ電ᡤ䛾Ᏻ

全性向ୖ䜢前提䛸䛧䛺䛜䜙䠈万䛜一䛾事態䛻対䛩䜛万全䛾備え䜢行う䛣䛸䛜

最㔜要䛾課題䛷あ䜛䛸認識䛧䠈対応䜢行䛳䛶䛚䜚䜎䛩。

� 現ᅾ䠈避難計⏬䛻䛴䛝䜎䛧䛶䛿䠈自治体䛜中心䛸䛺䛳䛶䠈ᨺ射線防護䠈避難

経路䞉手段䠈避難ᡤ䛺䛹様々䛺観点䛛䜙検討䛜㐍䜑䜙䜜䛶䛚䜚䜎䛩。

� 当社䛸䛧䛶䜒䠈避難計⏬䛾充実䛻向䛡䛶䠈事業者䛾責任䜢果た䛩䜉く䠈自

治体䛸協議䞉連携䜢䛧䛺䛜䜙䠈䛛䛴䠈事業者間䛷連携䜢強䛧䛺䛜䜙最大限

䛾協力䜢行䛳䛶い䛝䜎䛩。

� 䛣う䛧た地域䛻䇾寄䜚添う䇿ྲྀ䜚組䜏䜢䠈たゆ䜏䛺く⥅⥆䛧䛶䜎い䜚䜎䛩。

コ䞊ポ䝺䞊トス䝻䞊ガン


